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米軍基地のあったサイパン島と東京の中間にある硫黄島は、日米双方に戦略的価値をもつ島でした。
日本への空襲の中継基地としたい米軍は、昭和20年2月19日、海兵隊7万5千人を先頭に攻撃を開始
しました。
戦況が悪化する中、硫黄島守備隊2万2000人は孤立無援の戦いを余儀なくされました。圧倒的な戦

力差もあり、米軍は、5日間で島を攻略できると考えていました。
迎え撃つ栗林総司令官は、硫黄ガスと60℃にもなる熱気に耐え、島中に地下壕を掘って陣地とし、

武器弾薬はおろか水や食料が途絶える中、前代未聞のゲリラ戦を展開。36日間にわたり激しい抵抗を
続けましたが、3月26日、残存部隊による突撃を最後に、日本軍の組織的戦闘は終了しました。

生還者の大山純軍曹の証言によれば、３月２５日夜、出撃に際
して栗林が述べた訓辞は次のようなものだったという。

「予が諸君よりも先に、戦陣に散ることがあっても、諸君の
今日まで捧げた偉功は決して消えるものではない。いま日本は
戦に敗れたりといえども、日本国民が諸君の忠君愛国の精神に
燃え、諸君の勲功をたたえ、諸君の霊に対し涙して黙祷を捧げ
る日が、いつか来るであろう。安んじて諸君は国に殉ずべし」

生き残った全将兵に呼びかけた電報で「予は常に諸子の先頭に
在り」と宣言したとおり、栗林は陸海軍約４００名の先頭に立っ
た。絶望を超え、最後の気力を振り絞って―。
最後の総攻撃の際、総指揮官は陣の後方で切腹するのが当時の

常識だった。しかし栗林はあえてそれを破ったのである。陸上自
衛隊幹部学校の硫黄島現地研修用の資料には「師団長（兵団長）
自らが突撃した例は日本軍の戦史・戦例にはない。この総反撃は
極めて異例のものである」と記されている。
栗林は途中で右大腿部に重傷を負ったが、司令部付曹長に背負

われてなおも前進した。その後、出血多量で死亡したという説も
あり、拳銃で自決したという説もある。絶命のときまで部下とと
もに戦った指揮官の最後を見届けた者は、一人も生還していない。

梯久美子「散るぞ悲しき」より

日本軍 米軍

戦死者（人） 20,129 6,821

戦傷者（人） 1,020 21,865

合　　計 21,149 28,686

太平洋戦争中、米軍の損害が
日本軍の損害を上回った唯一の戦い

栗林忠道中将、硫黄島に着任。

サイパン戦開始。米軍機、硫黄島・小笠原諸島へ初空襲。

米第58機動部隊、２日間にわたり小笠原を空襲。以後、上陸開始まで連日、硫黄島に対する空襲が

行われる。

Ｈ．スミス海兵中将、記者会見で「攻略予定は５日間、死傷は１万５千を覚悟している」と説明。

第58機動部隊、硫黄島への支援を妨害するため、1200機の艦載機で、南関東、東海地方の軍事施

設への空襲を行う。

戦艦６隻を中心とする100隻以上の米艦隊、砲撃を開始。

２時間の艦砲射撃の後、まず第４・５海兵師団のうち約9000名が戦車200両と共に上陸を開始。

上陸後まもなく、日本軍も反撃を開始、大損害を与える。夕方までに米軍は４万名を上陸させるが、

2400名以上の損害を出した。

米軍、摺鉢山を占領。約1600名の守備兵が戦死。この日までの米軍死傷者は全地区で5300名以上。

海兵全師団による元山飛行場への総攻撃。日本軍の損害が半数を越え、弾薬も当初の３割近くに減

少する。

栗林中将の掌握する兵力は約3500名に減り、中将は戦線の縮小を決定。抵抗拠点を島の中央から

北部の陣地に移す。同日、米軍も態勢再編のため攻撃中止。

東京大空襲。２月25日からこの日までの「地獄の２週間」の間に海兵３個師団の死傷者は合わせて

１万２千名弱に上った。また、この段階における北地区の日本軍本隊はすでに1500名程であった。

米軍、島の北部に到達。残存の日本兵は北地区に約500名、東地区で約300名となる。

栗林中将は大本営に決別の打電後、司令部壕を放棄し、海軍の残存部隊と合流。

大本営、硫黄島守備隊は１７日夜に玉砕と発表。

未明、栗林中将以下300名、最後の突撃。米軍約170名を殺傷し、飛行場地区にたどり着き玉砕。

沖縄本島に米軍上陸。第3･4･5海兵師団は硫黄島戦の長期化と損害により参加せず。

終戦。

小笠原返還。
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○総兵力　日本軍２万２千人 対 米軍１１万６千人（海兵隊７万５千人＋陸海軍３万６千人）硫黄島の戦い
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地下壕・トーチカと戦没者遺骨
旧日本軍による持久作戦が行われた島内には、総計１８kmに及ぶとされる地下壕と、
１０００基近くのトーチカが埋もれています
特に、壕内は地熱のため６０℃以上もの高温となっており、有毒ガスなどの危険

もあります（平成２０年にも死亡事故発生）
また、島内各所には未発見の壕口（縦穴）も多数存在しています

地下壕 トーチカ 壕口（縦穴）

○「最後のお一人まで故郷にお還りいただく」
昭和２７年より始まった遺骨収集事業は平成２６年３月までに１０９回行われている。
収集したご遺骨は１０３５５柱であり、未だ１１５４５柱（５２.７％）が島で眠ら
れたままになっている。
遺骨収集回数や人数の拡大が望まれるが、未だに水や食糧自給ができず、島での受け
入れ体制の充実が課題である。
硫黄島協会や遺族会をはじめ関係者と政府により粘り強い事業の継続を行っていく。

○滑走路下の収集が悲願
最大の懸案は米軍占領以来一度も行われていない飛行場滑走路下の遺骨収集である。
電波調査などIT技術も導入して空洞調査や遺骨確認を行い、新滑走路の建設後に、現
滑走路下の遺骨収集作業を行わなければならない。予算と実施主体の確定等、政府全
体の取り組みが必要であり、実施に向け強く働きかけていく。

○渡島手段の確保
火山島である硫黄島は未だに隆起を続けており、昔も今も港を作ることができない。
大型船が着岸不可能のため、海が荒れると上陸できず引き返すこともある。
自衛隊基地の飛行場は民間機の使用が許可されず航空自衛隊の協力により輸送機が年
数回運航できるのみである。
平成18年より日米合同慰霊祭開催時、23年から厚労省主催の慰霊巡拝（年3回）に民
間チャーター機を使用するようになったが、将来の定期便の就航を求めていきたい。

○「慰霊と平和を考える」島へ
遺骨収集事業が終了した後は、この地で犠牲になった方をはじめ、全ての戦没者を慰
霊し、戦争の悲惨さを伝える場所にしてはどうか？
第二次世界大戦最大の激戦地と言われる硫黄島を「二度と戦争を起こさない誓いの島」
「平和を祈る島」として護っていきたいと考えている。

平成１７年度
（44柱）

平成１６年度
（50柱）

平成１５年度
（34柱）

これまでに収集・調査が着手された地域

面の収集･調査済み地域　

　　：これまでに遺骨が収集された地点

　　：集団埋葬地と思われる地点

　　

平成１８年度
（84柱）

　　

遺骨収集回数　　  延122回
遺骨送還数　　　10,355柱
未送還遺骨数　　11,545柱（52.7％）
戦没者総数　　約21,900人

平成１９年度
（43柱）平成２０年度

（26柱）

平成２２年度
（822柱）

平成２１年度
（51柱）

平成２１年度空洞調査実施地域

平成２２年度空洞調査実施地域

平成２３年度
（344柱）

平成２４年度
（266柱）

硫黄島問題について 硫黄島における遺骨収集等の現状

○第一回の遺骨収集は昭和２７年（９１柱）に行ったが、以降、昭和４３年の小笠原返還まで出来ず。
昭和４３年（２７０柱）、４４年（２８３７柱）、４５年（８００柱）、以降は年を追うごとに減少。

○これまで送還したご遺骨のうち、遺留品等により氏名が特定できたのは１００名に満たない。

海外戦没者概数　約２４０万人 遺骨送還概数　約１２７万柱（５２.９％）

未送還遺骨概数　約１１３万柱（４７.１％） うち海没遺骨　約３０万柱

送還すべき遺骨　約６０万柱

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

遺骨収集数 51 822 344 266 166 42

相手国事情で送還困難な遺骨　約２３万柱
・中国東北部（未だ遺骨収集許可されず、外交ルートで交渉中）・モンゴルは平成6年に許可、11年までに概ね終了
・北朝鮮（未交渉）・ウズベキスタン（宗教上の理由で収集できず）

先の対戦における戦没者は概数で約３１０万人。軍人軍属が外地で２１０万人、内地で２０万人。
一般邦人が外地で３０万人、空襲など戦災で５０万人。

我が国の遺骨収集等の現状（全体）
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安倍総理は、４月２９日米議会上下両院

合同会議において日本の総理大臣として

初めて演説。

戦後７０年間の歩みに触れる中で、

日・米和解の象徴として硫黄島の戦いと

その後の合同慰霊祭の開催を紹介。

日本軍司令官・栗林忠道大将の孫である

新藤義孝・前総務大臣と米側指揮官で

あったスノーデン海兵隊退役中将との握手

は深い感動を呼びました。

会場総立ちの中、演説中最も大きな拍手

が贈られました。

米国議会での安倍総理演説　硫黄島の戦いについて　2015年4月29日

安倍総理の演説で紹介され、握手を交わす新藤義孝前総務大臣と
ローレンス・スノーデン元米海兵隊中将

翌日のワシントンポストに大きな記事で紹介

かつての敵、今日の友　総理演説の抜粋
みなさま、いまギャラリーに、ローレンス・スノーデン海兵隊中将が
お座りです。７０年前の２月、２３歳の海兵隊大尉として中隊を率い、
硫黄島に上陸した方です。
近年、中将は、硫黄島で開く日米合同の慰霊祭にしばしば参加して
こられました。こう、仰っています。
「硫黄島には、勝利を祝うため行ったのではない、行っているのでもない。
その厳かなる目的は、双方の戦死者を追悼し、栄誉を称えることだ」。
もうおひとかた、中将の隣にいるのは、新藤義孝国会議員。
かつて私の内閣で閣僚を務めた方ですが、この方のお祖父さんこそ、
勇猛がいまに伝わる栗林忠道大将・硫黄島守備隊司令官でした。
これを歴史の奇跡と呼ばずして、何をそう呼ぶべきでしょう。
熾烈に戦い合った敵は、心の紐帯が結ぶ友になりました。スノーデン
中将、和解の努力を尊く思います。本当に、ありがとうございました。

Late Enemy, Present Friend
Ladies and gentlemen, in the gallery
today is Lt. Gen. Lawrence Snowden.
Seventy years ago in February, he
landed on Ioto, or the island of Iwo Jima,
as a captain in command of a company.
In recent years, GeneralSnowden has
often part icipated in the memorial
services held jointly by Japan and the
U.S. on Ioto.
He said, and I quote,“We didn't and
don't go to Iwo Jima to celebrate victory,
but for the solemn purpose to pay tribute
to and honor those who lost their lives
on both sides.”
Next to General. Snowden sits Diet 
Member Yoshitaka Shindo, who is a former
member of my Cabinet. His grandfather,
General TadamichiKuribayashi, whose
valor we remembereven today, was the
commander of the Japanese garrison
during the Battle of Iwo Jima. What
should we call this, if not a miracle of
history?
Enemies thathad fought each other so
fiercely have become friends bonded in
spirit.
To GeneralSnowden, I say that I pay
tribute to your efforts for reconciliation.
Thank you so very much.


